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	2　もと大塚酒店（のとし／80才くらい／大正時代）
	3　田中ちょうちん屋（建物のとし／だいたい260才くらい／江戸中期）
	4　（写真は、昔の建物）
	5　ほんまち町屋館（もと清水屋）（建物のとし／83才／大正12年）
	6　江戸時代のと
	7　大塚本店（建物のとし／227才／江戸後期）
	8　（建物のとし／264才／江戸後期）
	9　（建物のとし／だいたい200才〜150才くらい／江戸後期）
	10　／城内と町人地をわける
	11　の（お酒をつくっているところ）
	12　（大塚酒造の）
	13　の
	14　が住んでいたところ
	15　そば七（のとし／だいたい200才〜150才／江戸後期）
	16　（建物のとし／だいたい200才〜150才くらい／江戸後期）
	17　「」があったところ
	18　（建物のとし／だいたい120才くらい／明治初期）
	19　の（建物のとし／だいたい100才くらい／明治後期）
	20　／小諸銀行として立てられた建物（建物のとし／111才／明治28年）
	（建物のとし／店はだいたい200才〜150才／江戸後期）
	（は、だいたい80才くらい／大正時代）
	22　つるやホテル（つるや旅館）
	23　「」という名前はなぜついたか
	24　つたや（建物のとし／だいたい85才くらい／大正時代）
	25　（建物のとし／だいたい200才〜150才／江戸後期）
	26　の門（建物のとし／241才／江戸中期）
	27　光岳寺（建物のとし／だいたい300才〜250才／江戸中期）
	28
	29　寺
	30　「」あと（日本でのあと）
	31　の
	32　神社（建物のとし／271才／江戸中期）
	◇この神社は祇園様をまつる神社で、明治時代より前には祇園宮と呼ばれていました。この神社のお祭りの祇園祭は小諸でもっともに
	33　（／７月13日）
	34　（橋のとし／だいたい7５才くらい／昭和初期）
	35　と
	36　（建物のとし／116才／明治18年）

